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北海道内の観光スポット等の中で2017年（休日、自動車）に最も多く検索された
スポットは旭川市旭山動物園です。

【出典】株式会社ナビタイムジャパン「経路検索条件データ」 6

観光マップ⇒国内⇒目的地分析⇒

地域を指定⇒目的地検索ランキン

グを表示⇒表示方法で都道府県単

位で表示⇒表示年月で2017年、す

べての期間を指定



下記のグラフは、左が都道府県別の延べ宿泊者数ランキング（上位10都道府

県）、右は北海道の延べ宿泊者数の推移を示したものです。

観光マップ⇒国内⇒宿泊施設⇒延べ宿泊者数⇒他地域と比較する⇒推移を見る

7
【出典】観光庁「宿泊旅行統計調査」



北海道に宿泊する人は、どの地域（都道府県）から来訪しているか多いかを示
したものです。

観光マップ⇒国内⇒From-to分

析（宿泊者）⇒居住都道府県別

に見る

8

【出典】観光予報プラットフォーム推進協議会「観光予報プラットフォーム」



○地域創生の進め方

ビジネスモデル(新規事業)の選定・構築

地域の悩みのヒアリング(シーズの発掘)

数値目標の設定

事業化・実行

地域の巻き込み

キャスティング

地域の実情把握 (リーサスなどによる分析)
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○視点の転換（課題）

宿泊、飲食、お土産
に加え、体験型コンテ
ンツが大切

マーケットインを
意識せざるを

得ないのが海外

インバウンドを受け入れ
るためのソフト・インフラ
整備が必要

グローカル・ビジネスを
地域でどのように
実現するか

プロダクトアウトから
マーケットインへと
発想を切り替える

地域経済では

過去の成功体験に
しがみつく傾向



出展：観光庁-【訪日外国人消費動向調査】2018年10-12月期の全国調査結果（1次速報）の概要

英国一人当たりの

旅行支出額は

フランスに次いで2位

〇宿泊費1位
〇飲食費2位
〇交通費3位
〇娯楽費2位
〇買い物代19位

英国の旅行者は、
「ゆったりした日程で、

飲食や娯楽を楽しんでいる。

買い物が主体ではない」

国籍・地域別にみる訪日外国人１人当たり費目別旅行支出

訪日英国旅行者の旅行消費額

英国旅行者数増加を考えることは

訪日外国人旅行消費額の大幅増加に

多大な貢献をしている。

訪日英国旅行者の旅行消費額

インバウンド（訪日外国人） 　ターゲット　資料



1)中高年高所得者層が多い。

2)長期滞在型（2週間前後）の旅行形態が多い

3)ツアーではない、個人旅行や家族旅行が多い。

4)インターネット情報により、来日以前から高い知識を持ち得ており、本物志向の観光を好む。

5)日本の伝統的文化・慣習・歴史などに関心が高く、旅行目的が「日本文化を体験する」こと
。この「日本文化」とは、歌舞伎のような特別なものだけでなく、生活様式、街並み、店先の品
物、飲食など広い意味での日本社会のありようを意味する。

出展：東洋経済オンライン、訪日ラボ（抜粋）

英国人観光客の特徴

ペルソナ：自由な旅程で長期滞在型の「文化を体験するため」の日本旅行

のため、入念に情報を調べ上げる英国の中高年高所得者層

ストーリーに比重を置き、テーマに合わせて自治体の領域を超えて複数の場

所を移動できる日本遺産は、英国を含む、ヨーロッパからのインバウンドに最

も適している。
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千載一遇のチャンス

を活かすことが大切

○日本遺産の活性化に向けて

地方でも増えてきた訪
日外国人をターゲットに

地域名ではなくテー
マとストーリーを訴求

全国各地に設置され
たDMOと連携する

地方創生推進交付金な
ど国の支援を活用


